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本研究は、第 1 章から、結論および今後の課題を示した第 8 章までの 8 つの章と、
技術の陳腐化を推定する補章の計 9 つの章から構成されている。  
第１章 はじめに  
第２章 研究開発戦略の情報開示  
第３章 技術価値の計測と評価方法  
第４章 評価手法の提示と検証方法  
第５章 デジタル化したテレビの技術価値の評価  
第６章 デジタルカメラの技術価値の評価  
第７章 電子書籍の技術価値の評価  
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第８章 結論と今後の課題  
補 章 技術動向の詳細化  
 
 1-2 各章の要約  











































































































スとして IPDL を利用している。以下、第 5 章から第 7 章にかけて、それぞれの検
証結果が示される。  
第４章で提示された特許情報による技術価値評価の手法が有効であるか否かを検
証するのが、第 5 章から第 7 章に課せられた役割である。第 5 章「デジタル化した
テレビの技術価値の評価」は、デジタル化によって様々なものと結びつき、情報端
末の１つとなったテレビを題材として取り上げている。テキストマイニングでの検
証の対象となったキーワードは、テレビ（TV を含む）と情報端末である。  






の変化を示す値も 2001 年以降は限りなく 0 に近く、特許数に対して次数が 0 また






















1998 年である。その後、2001 年のみ他の年と比べ件数が突出しているが（50 件超）、
















ないものは順次消えていくことを明らかにした章である。第 5 章から第 7 章にかけ
て、媒介中心性の上位にいる技術の観察が行われたが、研究開発初期を牽引した技
術は、特許出願数が増加傾向になる頃に重要度が低下する傾向が見られた。この補





 1-3 結論および本研究の意義と課題  
























































たな 1 つの方法といえるであろう。これが第 1 の貢献といえる。  



















3 つの事例検証を行うならば、むしろ製品を 1 つに絞り込み、製品の発展過程を十
分に考慮した上で深く掘り下げた研究も、有効であったのではないかと考えられる。 







も言及しておく。第 5 章から第 7 章にかけての実証分析には多大なる時間を要した
ことは想像に難くない。多くの先行研究のレビューに接しているが、その範囲は経
営学に留まらず、会計学や社会学、統計学にも及んである。学際的な研究であるこ
とに加え、本研究では問題点の発掘、問題点の解決に至る論理の展開、実証分析に
用いるデータの取得と加工、分析方法の提示と実証結果の解釈等、結論を導出する
プロセスを踏襲しており、米岡氏は学術論文の執筆手法を修得したものと認識して
いる。  
 以上のように、審査委員会はいくつかの課題を残すものの、博士学位論文の研究
として評価できるとの判断に至った。  
 
